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☆化血研 血兼分画製剤販売体制  

℡九嫡外：販社委託  

・九州：化血研自販  
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※製品の流れ  
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化血研のMR（医薬情報担当者）活動  

1．医療機関において  

医薬品に関する有効性・安全性情報提供、適正使用の推進、関連質問対応、  

製造販売後調査、副作用対応、品質苦情対応、改善・改良ニーズの収集など、  

及び国内献血製剤の啓発活動を実施。  

※最新の医薬品関連情報を幅広く効率的に医療関係者に提供するために、院  

内説明会・研究会・講演会を企画実施。  

2．特約店において  

」D－NETによる特約店販売データで、自社品の医療機関への出荷実績をリア  

ルタイムに把握し、医療機関への情報提供・収集を行う。また、MRの補完的機  

能を期待し、特約店MS（医薬品販売担当者）への定期的研修会を実施。  

※MRは多くの医療機関で訪問Elが決められているのに対して、特約店MSは  

ほぼ毎日訪問している。従って、MRとMSが相互に情報交換する ことにより、タ  

イムリーな医療機関への情報提供・収集活動が可能となる。   

※医薬品情報の流れ  

及び医療機関への対応  

特約店及び医療機関に対して血祭分画製剤の特殊性を説明し、また、昨年度  

は血祭分画製剤が薬価据置きとなった背景等を説明し、総価での取引対象品  

目からの除外への協力要請を実施。   
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平成19年9月28日   

医療用医薬品の流通改善について（緊急提言）  

～公的保険制度下における取引の信頼性を確保する観点から～  

医療用医薬品の流通改善に関する懇談会  

（中 略）  

8．当流改懇では、こうした状況を踏まえ、今般、公的保険制度下における取引全体   

の適正化を図る観点から、流通上の諸課題についてその実態を再度検証し、先に公   

表した「中間とりまとめ」に基づく流通改善の取組をより効果的に推進するための、  
「医療用医薬品の流通改善に当たって取引当事者が留意すべき事項」を別添のとお   

りとりまとめた。  

ついては、改めて、メーカー、卸売業者、医療機関、薬局の各取引当事者に対し、   

当該留意事項の意義を十分に踏まえた取組を期待する。  

（以下略）  

（別 添）  

医療用医薬品の流通改善に当たって取引当事者が留意すべき事項  

（中 略）  

2．卸売業者と医療機関／薬局の取引における留意事項について  

（1）課  題  長期にわたる未妥結・仮納入の改善と総価契約の改善  

（2）留意事項  

（ア）経済合理性のある価格交渉の実施  

（イ）医薬品の価値と価格を反映した取引の推進   

■ 卸売業者と医療機関／薬局との価格交渉においては、銘柄別薬価制度   

の趣旨を尊重した単品単価交渉を行うことが望ましい。   

■ 総価契約を行っている場合には、卸売業者から医療機関／薬局に対し、   

銘柄別取引を推進するための提案を積極的に行うことが望まれる。  

・総価契約を行う場合であっても、可能な限り個々の医薬品の価値と価   

格を踏まえた取引を進めることが望ましい。このような観点から、すべ   

ての品目を対象とするのではなく、例えば以下のような医薬品について   

は、総価除外品目として取り扱うことが考えられる。   



ア） 法律で特殊な保管管理や取引の方法が規定されていることによ  

り、流通過程に特別なコストがかかっている医薬品   

イ） 希少疾病用医薬品や競合品のない新医薬品、又は採算割れに  

より安定供給に支障を及ぼすおそれのある医薬品など他に代替品  

がなく医療上重要な医薬品  

（以下略）   




